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化学工学会ＳＩＳ部会ＣＥ分科会

関東・関西合同会議　議事録

1. 開催日時、場所

(1) 日時：２００９年１1月25日（水）１４：００～１８：００（１８：００～懇親会）

(2) 場所：神戸市須磨区須磨浦通３丁目１　川崎重工「潮濤荘」

2. 出席者（敬称略、順不同）
斎藤、大石、岡本、鐵橋、清水、鹿子島、中西、本橋、奈良橋、白石、金谷

3. 会議内容報告

(1) 第４１回秋季大会（於：広島大学）報告
白石幹事より今回は７件の発表があり、来年も多くの発表を期待するなどの報告があった。発表テーマ等は割愛する。

大会中に行われたＳＩＳ部会幹事会の資料に基づき説明された。その中で設立後８年目を迎えた部会が継続する場合の申請をする必要あり、２月末に年間計画書を立案し、ＳＩＳ部会に提出することになる。

(2) 役員交代報告

白石幹事が退職と共に本会も退会されることになり、新任として本橋幹事、川端幹事が指名され、本人の承諾と会員全員から承認された。なお、金谷幹事は留任。担当分野は下記。

・金谷幹事（ＳＩＳ部会との交渉、連絡、ＳＩＳ部会幹事、関西担当、関西会計）

・本橋幹事（ＳＩＳ部会幹事、関東担当、関東会計）

・川端幹事（ＳＩＳ部会ＣＥ分科会会計担当）

(3) 会計報告
白石幹事より２００９年度の会計状況と２０１０年度のSIS部会への予算申請内容の報告があった。

(4) 活動報告

1． 大石殿より、「企業価値管理、向上、評価」のテーマで説明があった。

2． 鹿子島殿より、市況景気予測の状況についてトレンドデータを基に紹介があった。

3． 斎藤会長より化学工学１０月号に投稿した年鑑２００９「コストエンジニアリング」の紹介があった。

(5) 第７５年会への対応
2010年3月18日（木）～20日（土）に鹿児島大学で開催される講演について、斎藤会長より「TCM：トータルコストマネジメント－プロジェクトの進捗と成果の測定について」のテーマで申し込み済であるとの報告があった。ﾌﾟﾛｾｽｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ分野での申し込みである。

なお、今回、ＳＩＳ部内の幹事間の選挙で新しい会長が決まる。新しい体制での運営方針などが、年会の幹事会で発表されるので、幹事は少なくとも１人は出席のこと。

(6) 第４2回秋季大会への対応
２００９年９月に京都/同志社大学で開催される予定。当分科会からも本年同様多数の発表をすべく準備する。発表件数８件を目標とする。オーガナイザーは幹事２人が担当する。シンポジュームのテーマは未定であるが、申し込むことに決定。

(7) 合宿開催の計画
合宿は開催する方向で進める。後日、担当者を決め、担当者が開催場所を含む計画を立案、実行する。

(8) 部会ホームページリニューアルの取組
過去のデータを白石幹事が整理作成し、本部へ連絡して、ＣＥ分科会のＨＰが３月にスタートした。その後、合宿などの行事を加えた。今後、担当者を決めて、行事内容を入力、更新する。

(9) テクレポの発行

2007年1月以来、発行していないので、これまでの発表分と未発表分を各自で原稿作成し、白石殿が督促と取り纏め作業を行い、発行することにした。

予定は2010年3月末までに原稿を提出し、5月発行を目標とした。集大成したテクレポは今回、印刷物とせず、CD化することにした。

(10) 参加者３分間スピーチ
斎藤会長より日本コスト工学会主催、化学工学会共催の日本コスト工学会の総会を２月２２日に東京にて実施する。マイクロソフト社からも参加してもらい対談形式などを予定している。

斎藤会長より月刊専門誌「ｺｽﾄｴﾝｼﾞﾆｱ」の紹介があった。

また、ロードマップ作成の担当も決める必要あり、会合では情報交換の場だけでなく、学会方針の活動もすること、社会に如何に寄与するか、何をやりたいかを具現化するためのロードマップであることの説明があった。

その他、最近の業務でのコスト/プライスの情報などが提供された。

(11) その他

1 白石殿が作成した会員一覧表を最新版に更新して再度、全員に配布する。

2 今後の行事や資料作成に対して、それぞれの担当者を決める。（後日、金谷が案を作成し、メンバーに打診する）

3 次回、関西定例会を２月５日（金）に予定。担当は鹿子島殿。

4 会議終了後、関東幹事の引継ぎ業務及び資料を本橋幹事に、会計担当の引継ぎ業務及び資料を川端幹事に渡して説明した。

4. 添付資料

(1) 関東・関西合同会議議題

(2) 会計関係報告資料

1 ２００９年度会計簿

2 ２０１０年度予算申請書

(3) 2009年9月実施のＳＩＳ部会幹事会資料、ＣＥ分科会活動報告

(4) 「企業価値管理の体系、企業価値向上に対するアプローチ、企業価値の評価方法」

(5) 市況景気予測についての資料

(6) 化学工学2009年10月号「化学工学年鑑2009・ｺｽﾄｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ」

以上
